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艇跡 
猛暑の夏も終わりを告げ、秋風の心地よい季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 
今年の全日本大学選手権大会では、最終日まで残ることができませんでしたが、新シーズンではその

雪辱を果たせるよう日々練習に励んでまいりますので、今後ともご声援のほどよろしくお願いいたします。 
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関西選手権競漕大会                        

厳しい暑さの中、関西選手権競漕大会が行われました。インカレ前最後の大会でしたが、男子舵手付き

フォア、男子シングルスカル、女子シングルスカルともに敗復で敗退という悔しい結果に終わりました。今回

の反省を活かし、次のインカレでは全力を出し切れるよう練習に励んで参ります。 

なお、今回の敗復は熱中症対策のため 1500mで行われました。 

 

日程 ： 2022年 7月 2日(土)～3日(日)   

場所 ： 大阪府高石市 大阪府立漕艇センター 2000m  

出漕クルー ： 男子舵手付きフォア C:古瀬幸太郎② S:木下優太郎③ 3:荒川耀太② 

   2:竹中 翼② B:中村優希②  

  男子シングルスカル S:加藤碩二郎②   

  女子ダブルスカル S:江角優希② B:垣内春乃②  

〇内の数字は学年を示します。 

 

◆男子舵手付きフォア◆     

〈予選 1組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000m 

1 金沢大学 1:51.93 3:40.48 5:31.70 7:23.13 

2 同志社大学 B 1:55.47 3:51.19 5:49.52 7:47.78 

3 大阪公立大学市立 勇 1:56.61 3:55.05 5:55.76 7:56.52 

4 名古屋工業大学 1:58.13 3:57.19 6:01.04 8:06.23 

5 名古屋大学 2:04.39 4:08.34 6:17.17 8:22.65 

〈敗復 1組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ  

1 龍谷大学 1:47.63 3:35.72 5:22.22  

2 大阪工業大学 A 1:53.50 3:45.10 5:32.22  

3 神戸大学 A 1:54.17 3:46.33 5:35:40  

4 名古屋大学 1:59.40 3:55.16 5:48.70  

5 名古屋工業大学 2:04.48 4:03.08 6:00.90  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男子舵手付きフォアのけり出しです。 左から 2年の中村、荒川、3年の木下です。 
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◆男子シングルスカル◆     

〈予選 6組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000m 

1 京都大学医学部(中村) 1:53.39 3:50.96 5:52.41 7:53.83 

2 愛媛大学 B（本田） 2:00.01 4:03.19 6:10.10 8.21:79 

3 九州大学 B（進） 2:03.93 4:17.84 6:32.15 8:40.06 

4 名古屋工業大学（加藤） 2:07.83 4:19.95 6:34.92 8:42.50 

5 岐阜大学（石井） 2:13.27 4:31.07 6:47.61 9:01.36 

6 同志社大学 D（前田） 2:16.44 4:28.18 6:51.23 9:20.93 
      

〈敗復 5組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ  

1 京都大学 B（奥田） 2:15.41 4:31.90 6:47.74  

2 滋賀大学教育学部 遥（郷原） 2:17.10 4:34.81 6:55.17  

3 堀川高校 B（村上） 2:23.14 4:53.24 7:25.81  

4 京都大学 C（小西） 2:19.94 4:43.92 7:26.87  

5 名古屋工業大学（加藤） 2:26.57 4:57.30 7:29.87  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆女子ダブルスカル◆     

〈予選 1組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000m 

1 同志社大学 2:02.20 4:08.04 6:15.86 8:22.18 

2 関西学院大学 2:06.03 4:10.55 6:29.92 8:43.59 

3 金沢大学 2:08.35 4:21.82 6:39.62 8:53.79 

4 神戸大学 A 2:11.61 4:35.98 6:59.25 9:21.58 

5 東京海洋大学 2:16.47 4:37.99 7:03.89 9:23.91 

6 名古屋工業大学 2:19.33 4:45.64 7:12.50 9:34.28 

 

 

 

2年の加藤です。 加藤の予選レースの様子です。 
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〈敗復 3組〉2杯上がり     

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ  

1 鳥取大学 2:09.66 4:19.74 6:34.13  

2 福岡教育大学 A 2:10.72 4:26.18 6:37.45  

3 名古屋大学 2:16.83 4:33.94 6:47.99  

4 名古屋工業大学 2:19.47 4:37.94 6:50.87  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●クルーの言葉● 

男子舵手付きフォア C：古瀬幸太郎(2年) 

今回は COX として出場する初めての試合でした。今までとは違い初めての場所だったので、今回の試合

は緊張しました。本番では風が強く真っ直ぐスタートすることができず、スタート直後にレーンを外れてしまう

などのトラブルもあり、COXの大変さを知りました。僕は次の 2ヶ月後にあるインカレは漕手として出場する予

定のため、それまでに骨折が治癒するように体を休めたいと思います。 

 

男子舵手付きフォア 3：荒川耀太（2年） 

自分にとって初の 2000mのレースであり、また全く知らない場所で漕ぐという状況の中、どのようにコンディ

ションを整えて行くかということに注力した試合でした。愛知池では見られない規模感や漕手のレベルの高さ

を感じたので、今回の結果を踏まえ、今後の練習で特に長い距離を多く漕げるようにしていきたいと思いま

す。 

 

男子シングルスカル Ｓ：加藤碩二郎(2年) 

今回の関西選手権ははじめての遠征であり、また 6月からスカルに乗り始めて、はじめての大会で不安が

ありましたが、予選では 6艇中 4位になり、はじめて自分の力で勝つことができたのでとても嬉しかったです。

敗者復活戦では風が吹き始め苦手なコンディションで自分の力を出すことができず 5 位に終わってしまいま

したが、インカレに向けて刺激をもらえた大会になったのでよかったです。応援よろしくお願いします。 

 

女子ダブルスカル Ｂ：垣内春乃（2年） 

関西の強豪と試合をして、実力の差を味わいました。ビデオで見比べると勉強になることがありました。1

日で 2000m を 2 本漕ぐのは初めてでしたが、2 本目も全力を出せたことは良かったです。試合に勝てるよう

に頑張っていきます。 

 

 

2年の垣内です。 女子ダブルスカルのレースの様子です。 
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力を合わせてボートを進めます! 

 

4年の柴田です。 

左から 2年の竹中、中村です。 

左から 2年の江角、古瀬です。 

レース後の男子舵手付きフォアです。 みなさんお疲れさまでした！ 

女子ダブルスカルのけり出しです。 男子シングルスカルのけり出しです。 
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全日本大学選手権大会                      
 暑さの残る中、全日本大学選手権大会が行われました。今大会では男子舵手付きフォアと男子シングルス

カルが出場しました。練習の成果を発揮するとともに新たな発見を得られた大会になりました。新シーズンで

も結果を残せるよう部員一同、日々精進してまいります。 

 

日程 ： 2022年 9月 7日（水）～9月 11日（日）  

場所 ： 埼玉県戸田市 戸田ボートコース 2000ｍ 

出漕クルー ： 男子舵手付きフォア C:中村優希②   S:木下優太郎③ 3:荒川耀太② 

   2:竹中翼② B:古瀬幸太郎②  

  男子シングルスカル S:加藤碩二郎②   

○内の数字は学年を示します。 

◆男子舵手付きフォア◆ 

〈Time Trial G組〉 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000ｍ 

1 名古屋大学  3:42.95  7:30.53 

2 名古屋工業大学  3:42.10  7:33.05 

3 九州大学  3:51.00  7:45.18 

4 静岡大学  3:48.97  7:53.63 

 

◆男子シングルスカル◆ 

〈Time Trial D組〉 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000ｍ 

１ 法政大学（菅谷）  3:45.28  7:35.46 

2 北海道大学（細川）          3:45.04  7:40.90 

3 名古屋工業大学（加藤）  3:48.23  7:42.93 

4 立教大学（川瀬）  3:49.54  7:44.46 

5 早稲田大学（川名）  3:49.72  7:49.33 

 

〈予選 D組〉 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000ｍ 

1 富山国際大学（渡辺） 1:46.50 3:38.72 5:31.80 7:23.25 

2 仙台大学（杉浦） 1:44.89 3:40.10 5:37.16 7:33.02 

3 名古屋大学（石本） 1:54.85 3:50.35 5:45.80 7:41.04 

4 新潟大学（舩越） 1:52.97 3:49.67 5:46.43 7:41.10 

5 小樽商科大学（岩谷） 1:53.88 3:50.85 5:48.16 7:43.26 

6 名古屋工業大学（加藤） 1:52.19 3:48.79 5:47.38 7:45.83 

 

〈敗復 C組〉 

着順 クルー名 500ｍ 1000ｍ 1500ｍ 2000ｍ 

1 仙台大学(杉浦) 1:52.58 3:53.72 5:57.11 8:02.82 

2 大阪大学(山本) 1:56.13 3:59.61 6:04.43 8:07.96 

3 慶応義塾大学(三浦) 1:58.95 4:03.05 6:08.89 8:13.89 

4 小樽商科大学(岩谷) 1:57.19 4:02.71 6:09.19  8:15.92 

5 名古屋工業大学（加藤） 1:58.58 4:04.01 6:11.39 8:16.38 
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●クルーの言葉● 

男子舵手付きフォア 木下優太郎(3年) 

結果としてはタイムトライアルで敗退という不甲斐ない結果に終わりましたが、得られたこともありました。そ

れは、全国レベルという感覚です。初めて現地でインカレを観て、タイムだけでは分からないことが分かった

気がします。これからはインカレで感じたことを生かして頑張っていきたいと思います。 

 

男子舵手付きフォア 中村優希(2年) 

今回のインカレは今までを振り返ることや課題を見つけるいい機会になりました。 

初めてのインカレということもあって、最初は戸田の雰囲気に飲まれそうになりました。本番では結果を残す

ことはできませんでしたが、舵手として力を出し切ることはできました。これからは漕手にさらにはっきりと伝わ

る熱い舵手を目指して上位を目指せるように頑張ります！OB・OGの方々、先輩、同期、後輩に応援しても

らってボートができているので、感謝を忘れずこれからもボートを続けていきたいです。本当に応援ありがとう

ございました。 

 

男子シングルスカル 加藤碩二郎(2年) 

6月からスカルに乗り始めて、最初はリガーにペットボトルをつける状態からはじめて、インカレに間に合う

かとても不安がありましたが、たくさんの人に教わったり、女子ダブルやフォアに並べてもらったりして、とても

楽しみながら成長することができました。結果は目標としていた 8分を切ることができ、またタイムトライアル

20位でインカレ本戦に出場することができたのでとても嬉しかったです。来年は finalAに残れるように頑張

っていきますので、応援よろしくお願いします。 

 

●●インカレ応援にお越し下さった方々(敬称略)●● 

卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前 

H30 DW 縣 和哉  H30 DW 水鳥 律  R3 PE 山田 俊 

 

 

男子シングルけり出しの様子です。 男子シングルスカルのレースの様子です。 

男子舵手付きフォアのけり出しの様子です。 男子舵手付きフォアのレースの様子です。 
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激励会                                 
新型コロナウイルスの影響で、オンライン上ではありましたがこのような機会を設けることができ、非常に多

くのものを得ることができました。OB・OG の皆様とお話ができ、楽しい時間を過ごすことができました。参加

して下さった OB・OGの皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この会を通じて、OB・OG の皆様の現役部員に対する期待や考えなどを知ることができ、日々の練習など

に対しての意識を高めることができました。OB・OG の皆様のお言葉を胸に日々の活動に精進していきたい

と思います。 

 

●●ご参加いただいた方々(敬称略)●●      

卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前  卒業年 学科 御名前 

部長 竹下隆晴  会長 佐野武雄  R3 PEa  山田 俊 

 

日程 : 8月 6日(土) 15:00～ 

激励会の様子です。 
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幹部交代のお知らせ                        
今シーズンの新たな幹部が決定いたしましたので、お知らせいたします。 

この幹部で部を運営して参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

主将  木下優太郎（3年） 情報工学科 

主務  上野優奈（2年） 社会工学科 

会計  山田航暉（2年） 創造工学教育課程‐情報・社会コース 

副将  
 荒川耀太(2年) 社会工学科 

副務  垣内春乃(2年) 社会工学科 

 

はじめに、昨シーズン幹部を務めました 6名の言葉です。 

 

○●前期幹部の言葉●○ 

前期主将：柴田駿(4年) 

この 1 年間主将を務めさせていただき、人をまとめ動かすことの難しさ、人の助け合いによる力をとても強

く感じました。最上級生として部を動かしていこうとしても、数人で下級生を率いていく体制ではどこか気づい

てあげられない部分、助けてあげられない部分もありました。やはり誰かが上に立つことももちろん必要です

が、全員が 1つになって目標を達成していくには良い意味で上下関係を感じられないようになる事が大切だ

と思いました。次の代は最上級生である 3年生が 1人で、1、2年生が中心になるので、歴代にないほど気の

置けない良い関係を築き上げ、お互いの意見を出し合いながら一体となり、勝利に対して常に貪欲にインカ

レに向けて努力を続けて欲しいです。 

最後になりますが、OB・OG の皆様には今後ともご支援、ご声援のほどよろしくお願いいたします。1 年間

本当にありがとうございました。 

 

前期主務：杉本あさひ(4年) 

この 1年、後輩にしっかり引き継ぎをして、一緒に部の運営をすることを心がけていました。しかし、実際は

自分に余裕がなく、うまくいかないことも多くありました。それでも私が困っているときはいつも同期が助けてく

れて、先輩後輩も相談に乗ってくれました。周りの方々のおかげで無事に 1 年間主務をやり遂げることがで

きました。支えてくださった周りの方々にこの場を借りて深くお礼申し上げます。 

また、私には 1 つ後悔していることがあります。それはコロナ禍で合宿ができなくなり、関わりが少なくなっ

てしまった漕手とマネージャーの関係を改善できなかったことです。今期主務の上野には、ぜひ漕手・マネ

ージャー関係なくいろんな人を巻き込んで部の運営をしてもらいたいと思っています。そして、部全体で勝ち

を取りにいってほしいです。 
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前期会計：山内梨紗子(4年) 

前年に引き続き、部の会計を務めさせていただきました。至らぬ点は多々ありましたが、前年よりはスムー

ズに仕事をこなせるようになったとは思います。運営について知り、ボート部がたくさんの方に支えられてい

るということを身に染みて感じることができました。この場を借りてお礼申し上げます。 

 

前期副将：木下優太郎(3年) 

この 1 年を振り返って、副将として何かできたかというと、正直十分な役割を果たすことはできませんでし

た。例えば主将の補佐として、主将を手伝うべきなのに力量不足で結局主将に頼りきりになってしまいました。    

次の 1年は、この反省を活かして頑張ります。 

 

前期副務：上野優奈(2年) 

1 年前、初めて部活の運営に関わることに不安を覚えながら、副務という立場につかせていただき、あっと

いう間に 1 年が経ちました。副務になり、様々な仕事を先輩から引き継ぐ中で、ボート部の運営に関してより

深く知ることができたため、良い経験になったと感じております。まだまだ至らぬ点が多々ありますが、それら

の反省をこれからの活動に活かしていきたいです。 

 

前期副務：垣内春乃(2年) 

幹部の仕事を通して、先輩方がボート部という組織を運営してくれていたことを実感しました。今まで目上

の方と関わることは学校の先生など限られていましたが、副務の仕事を通して先生以外の目上の方と関わる

機会があり、勉強になることが多かったです。主務のあさひさんに支えてもらい、最後までやり遂げることが出

来ました。 
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続いて、今シーズン幹部を務めます 5名の言葉です。 

 

○●新幹部の言葉●○ 

主将：木下優太郎(3年) 

僕は今期、部員が成果を実感できるようなチーム作りに力を入れます。ボート部が強くなるためには、部員

全員が部をより強くするために積極的に行動することが必要だと思います。自己成長や部への貢献を実感

しやすくすることは、このことに繋がると思います。そのためにも、部員が目標を意識し、成長していけるような

環境作りに努めてまいります。よろしくお願いします。 

 

主務：上野優奈(2年) 

今期の私の目標は、前期の副務の経験を活かし、主体的に部の運営に携わっていけるようにすることで

す。前期は、仕事について覚えることや慣れることで精一杯で、自分から動いて部の運営に携わることがな

かなかできませんでした。その反省を活かし、これからは先輩方から教えてもらうだけでなく、自ら考え、主体

的に行動することで、より良い部の運営を行えるようにしたいです。 

 

会計：山田航暉(2年) 

直接的に部の存続に関わる会計という仕事に対して、大きな責任感を感じています。予算案を作成し、本

当に皆様方のご助力でボート部が存続できているのだなと深く感じました。できるだけ部員の負担を減らしな

がら、楽しく部活動を行うことができるように精一杯頑張っていこうと思います。至らないところばかりでご迷惑

をおかけすると思いますが、1年間よろしくお願いします。 

 

副将：荒川耀太(2年) 

これから 1 年生と同じ練習が始まるということもあり、自分の技術の上達だけでなく、部員それぞれが持つ

目標のためにどれだけ動けられるかが大切になってきます。その実行に加え、チーム全体の底上げと主将

のサポートを中心に努めます。 

 

副務：垣内春乃(2年) 

去年と同じ役職に就かせていただきました。主務の上野を支えることを目標に頑張りたいです。そして、自

分は漕手でもあるのでマネージャーと漕手の情報共有の役目も果たしたいと思います。 
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今後の予定                               
新シーズンが始まりました。「インカレでの入賞」という目標に向け、新体制で活動していきます。1 年生も

多数出漕する予定ですので、ぜひ応援にお越しいただき、アドバイス等頂けましたら幸いです。 

 

●●中部学生新人競漕大会●● 

日程 ： 2022年 10月 8日(土)～9日(日)  

場所 ： 愛知県愛知郡東郷町 愛知池漕艇場 1000m 

出漕クルー ： 男子エイト、男子シングルスカル、女子ダブルスカル、女子シングルスカル 

1，2年生のみでの出漕となります。新体制の下で、精一杯練習に取り組み臨みます。ぜひ応援にお越し

ください。  
●●名古屋大学・名古屋工業大学新人対校競漕大会●● 

日程 ： 2022年 11月 20日（日）   

場所 ： 愛知県名古屋市中川区 庄内川   

出漕クルー ： 未定 

毎年恒例の対校戦を今年も開催いたします。この試合で新体制となってからの練習の成果をご覧いただ

けます。応援よろしくお願いいたします。  

  
 

変更・詳細はメーリングリスト・HPにてお知らせいたします。 

 


